
メディアの視点から社会実装されているゲノム編集食品の社会受容について論ずる。

研究者が研究開発状況に関する情報を記者に前向きに提供するなど、研究者とメ
ディアの関係が良好だったこともあり大きな反対運動は起きなかった。当初は否定的な
コメントを載せたものも多かったが、徐々にメリットを大きく報じるようになった。ゲノム編
集技術がノーベル賞の授与技術だったこともイメージをよくした。

メディア、研究者、国、市民団体の関係を解き明かし、ゲノム編集食品の受容につ
いて話したい。

メディアから見た
「ゲノム編集食品」

主催：「食のミカタ」コンソーシアム（戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）
「豊かな食が提供される持続可能なフードチェーンの構築」）

講師：小島 正美
（元毎日新聞記者、
前食生活ジャーナリストの会代表）

2024年
7月16日（火）18：00～19：00

オンラインZoomミーティング
（受講料無料 先着300名 申込み後にURLをご案内します）

オンラインセミナー

参加申込はこちらから
https://forms.gle/nPbeC2MkvVZuVee48

←QRコードからも申込できます

問合せ先：大阪公立大学 小泉望 nkoizumi@omu.ac.jp

https://forms.gle/nPbeC2MkvVZuVee48
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